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	　　学校教育目標
	自らの体験を通して
	伸びようとする子どもの育成
	めざす 教職員の姿
	笑顔がいっぱい！
	「ごきげん」な
	大鋸小
	対話
	めざす 子どもの姿
	元気な子
	よく考える子
	ねばり強い子
	思いやりのある子

	保護者・地域との連携
	【教育課程】 　教科や各種行事等の目的やねらいを 　考えた活動（体験）の充実を図る 　交換授業の実践、実績
	【総務・庶務・経理】 　計画的な予算の執行 　　　
	【校内研究】 　児童の実態に基づいた「全員参加」の授業づくり 　豊かな体験や探究活動の充実により、資質・能力 　　　　　　　　　　　　　　　　　の育成を図る 　　　　　　　　　　
	【安全管理・地域連携】 　地域と連携した交通安全教育、 　防犯・防災・安全教育の充実 　　　
	【児童指導・支援】 　一人ひとりの児童が安心できる学級づくり・居場所づくりに努める 　いじめの未然防止、校内支援体制の充実（課題把握・情報共有・見通し）     　　

	合言葉:「どうしたの？」「どうしたいの？」「私に手伝えることはあるかな？」　　　


	笑顔がいっぱい！「ごきげん」な　大鋸小　
	を目指して
	大鋸小学校長　近藤　千鶴
	私の願い
	・先生たちにごきげん（幸せ）でいてほしい ・子どもたちにごきげん（幸せ）でいてほしい ・学校が、笑顔いっぱい！ごきげん（幸せ）で、誰もが安心して学び、 　自分の力を発揮できる場所であってほしい これが実現すると ・学校が抱える様々な課題が解決できるのではないか？ ・保護者や地域へもウェルビーイング（幸せ）の考えが広がり、みんなが幸せな人生を送れる 　のではないか？
	ウェルビーイング：心と体と社会（幸福・健康・福祉）が良い状態であること 　　　　　　　　　身体的・精神的・社会的に良い状態にあること。短期的な幸福のみならず、 　　　　　　　　　生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。
	＊教育振興基本計画の柱の一つ 　「ウェルビーイング」位置付け
	＊ウェルビーイング（幸せ）な組織 　①生産性が高い 　②創造性が高い 　③離職者が少ない 　④病休者発生率が少ない
	＊幸せな大人の姿を見て、 　幸せになる力をもった子どもたちが育つ

	幸せな人の４つの因子（幸せは、コントロールできる！！） 　　　　　　　　　　　　　　　　→科学的に幸せを調査した結果に基づく因子
	第　　因子 「やってみよう！」自己実現と成長の因子 ・自己肯定感（私は有能である） ・自己有用感（私は役に立っている） ・自己満足感（私は成長している） ・自己実現（なりたかった自分になっている）
	第　　因子 「なんとかなる！」前向きと楽観の因子 ・ポジティブ思考 ・楽観性（物事が思い通りにいくと思う） ・気持ちの切り替え 　（不安な感情を引きずらない） ・自己受容（多くのことを達成してきた）
	第　　因子 「ありがとう！」つながりと感謝の因子 ・感謝（感謝することがたくさんある） ・利他（人のために役に立ちたい） ・愛情（大切に思ってくれる人たちがいる） ・親切（他者を手助けしたい）
	第　　因子 「ありのままに！」独立と自分らしさの因子 ・他者と自分を比較しない ・人の目を気にしすぎない ・自分軸がある 　（自分らしさを持っている）
	　子どもたちに「ごきげん」でいてほしい。そのために、まず私たち大人自身が「ごきげん」でいることを大切にしたいと思います。職員室でも教室でも、この４つの因子を少し意識して過ごしてみませんか。先生たち一人一人の「ごきげん」や「前向きな姿」が、子どもたちの「ごきげん」や「安心」、「挑戦する力」を育んでいくと信じています。「子どもを育てる」から「子どもが育つ」学校を目指して・・・。




